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Ⅲ　薬剤部の現況と研究研修事項

＜現　況＞
　令和4年度は、新型コロナウイルス感染拡大による患者受入状況の変化や薬剤師の欠員状態が続いたが、病
棟薬剤業務（薬剤管理指導料、病棟薬剤業務実施加算等の算定）を途切れることなく継続し、質の確保に取
り組んだ。しかしながら、外来院内処方の増加により、調剤業務に人員を集中せざるを得ない状況が断続的
に発生したため、病棟薬剤業務の拡大については、課題を残すこととなった。
　令和4年度診療報酬改定の対応として、小児入院医療管理料を算定する病棟における病棟薬剤業務実施加
算1（120点）の算定を開始し、更に小児における退院時薬剤情報管理指導連携加算（150点）の算定を開始し
た。また、術後疼痛管理チーム加算の要件である研修は、3名が受講を完了し、多職種チームによる患者の薬
物療法の充実に貢献できる体制を整えた。
　外来化学療法においては、引き続き連携充実加算の算定を行い、地域の保険薬局との合同研修会や服薬情
報提供書等による情報共有に努め、患者の外来治療期間においても、安心・安全な薬物治療に貢献した。
　新型コロナウイルス感染症の対応として、患者に対する治療薬の在庫の確保や薬物相互作用の確認、当院
の医療従事者に対するワクチンの在庫・保管管理、調製を担当し、安全に速やかに使用できる体制に貢献し
た。
　医薬品の出荷停止や供給困難が続く中、供給状況に合わせて柔軟に対応し、治療が滞ることのないよう、
採用医薬品の変更や在庫確保に努めた。また、定期的に院内各部署の定数配置薬の確認を行い、使用頻度の
低い医薬品の見直しや診療科再編を見据えた定数配置薬の検討を行った。

＜今後の課題＞
　入院前の患者総合支援や術後疼痛管理において、薬剤師の専門性を活かし、他職種と連携することで、患
者サービスの向上や充実した薬物療法を行う体制に貢献する。
　新型コロナウイルス感染症流行後の患者受入れ状況に対応した上で、病棟薬剤業務の拡大と質の向上に引
き続き取り組む。
　他職種との連携や病棟薬剤業務において薬剤師の職能を活かすことで、医師からのタスクシフトおよびタ
スクシェアの実現に寄与できると考える。
　がん薬物療法においては、退院時の薬剤管理サマリを積極的に活用して保険薬局との連携を密にすること
で、患者が入院から外来治療に移行しても安心・安全な薬物療法を受けることができる体制を強化したい。
　また、前年度と同様に、医薬品の出荷停止や供給困難等に対して、治療が滞ることのないよう、引き続き
医薬品の確保を行っていく。

＜研究研修事項＞
学術・研修活動（市立豊中病院主催・共催・その他）

◎市立豊中病院主催・共催
■市立豊中病院　病薬連携6月Web研修会

トレーシングレポート報告
久田真規子	 Web開催　　参加者：100名	 令和4年6月28日

■市立豊中病院　病薬連携2月Web研修会
服薬指導のコツ～肝細胞がん～とトレーシングレポート報告

久田真規子	 Web開催　　参加者：100名	 令和5年2月14日
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学会発表
■降圧薬服用中の腎機能低下患者における高カリウム血症に対する処方変更の実態調査

上ノ山江利子、相澤聡子、椎葉有樹、大江彰彦、小野祐志、宇佐美順子
第16回日本腎臓病薬物療法学会学術集会・総会
	 長崎県　長崎市、出島メッセ長崎　　令和4年10月29日－30日

■外来がん薬物療法におけるトレーシングレポートの調査・分析
桑田直樹、久田真規子、東畑　葵、宇佐美順子

近畿薬剤師合同学術大会2023	 Web開催　　令和5年2月4日－5日

講習・講演
■これからの薬剤師に求められること

宇佐美順子
がん治療における患者支援を考えるワークショップ	 Web開催　　令和4年5月28日

■当院における連携充実加算の取り組みについて	～調剤薬局へのアプローチ方法～
久田真規子

Pharmacist	Web	Seminar	in	北摂	 Web開催　　令和4年11月11日
■アロカリスの使用経験とレジメン導入への道	～よかった点とこれからの課題～

久田真規子
大鵬薬品工業（株）　大阪支店　社内研修会
	 大阪市、大鵬薬品工業（株）　大阪支店　　令和5年1月18日

司会・座長・その他
■座長：宇佐美順子

循環器内科医から見た心腎血管イベント予防のためのハイリスク糖尿病症例の評価と管理
　～アルブミン尿を指標とした集約的治療の重要性～
演者：箕面市立病院　北尾　隆
大阪府病院薬剤師会　豊能支部　学術講演会	 Web開催　　令和4年10月13日
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１.　薬学生の実務実習受入れ状況

（1）実務実習（６年制の薬学生）

大学名 受入れ期間 受入れ人数
京 都 薬 科 大 学 令和4年11月21日～令和5年2月12日 １
神 戸 学 院 大 学 令和4年8月22日～11月6日 １
神 戸 薬 科 大 学 令和4年8月22日～11月6日 １
摂 南 大 学 令和4年5月23日～8月7日 １

令和4年11月21日～令和5年2月12日 １
兵 庫 医 科 大 学 令和4年5月23日～8月7日 １

合　計 6

（2）早期体験実習（６年制の薬学生）
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため受入れなし。

2.　製剤業務

（1）主な院内一般製剤調製量

製　　剤　　名 数　量 製　　剤　　名 数　量
4倍インジゴカルミン液（100mL/本） 442本 注腸用セット 10組
柿のへた煎（1本/1日分） 70本 滅菌）0.05％ハイアミン入りグリセリン（500mL/本） 180本
キシロカイン点眼（5mL/本） 136本 点鼻用0.05%プリビナ液（30mL/本） 82本
2％酢酸（500mL/本） 25本 プロナーゼ＋重曹1g 4,189組
紫水1％（30mL/本） 16本 10％ホルマリン液（500mL/本） 0本
小児用吸入液（100mL/本） 166本 ２%滅菌パテントブルー液（2mL/アンプル・本） 276本
20％水酸化カリウム液（100mL/本） 1本 滅菌点墨 98本
1％水酸化ナトリウム液（100mL/本） 1本 1％滅菌メチレンブルー液（2mL/アンプル・本） 0本
大腸内視鏡用セット＜ムーベン内用液＞ 1,600組 1％ルゴール液（100mL/本） 54本
大腸内視鏡用セット＜マグコロール散＞ 10組 心臓CT検査用＜セロケン＞ 245組
大腸内視鏡用セット＜モビプレップ＞ 1,400組
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（2）主な院内一般製剤調製頻度
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3.　入院服薬指導実施件数
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4.　入院時持参薬鑑別件数・医薬品数
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5.　化学療法用薬剤のミキシング状況
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6.　TPN用薬剤のミキシング状況
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7.　薬剤部院内ホームページへのアクセス数
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8.　医薬品管理業務

（1）　院内在庫医薬品数　　（令和5年3月31日現在）

品目数 構成比（％）
内服薬 688	 44.5	
外用薬 235	 15.2	
注射薬 615	 39.8	
その他 7	 0.5	
合　計 1,545	 100.0	
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（2）　特定生物由来製品一覧（特定生物由来製品扱い含む）　　（令和5年3月31日現在）

アコアラン静注用（600単位/V）：溶解液付 テタガムＰ筋注シリンジ（250単位/1mL/筒）
アブラキサン点滴静注用（100mg/V） ノボセブンHI静注用シリンジ（5mg/V）：溶解液付
献血アルブミン5％静注（12.5g/250mL/V） 献血ノンスロン注射用（500単位/V）：溶解液付
25％献血アルブミン静注（12.5g/50mL/V） 献血ノンスロン注射用（1500単位/V）：溶解液付
イデルビオン静注用（1000単位/V）：溶解液付 ハプトグロビン静注（2000単位/100mL/V）・献血
イロクテイト静注用（500単位/V）：溶解液付 フィブリノゲンＨＴ静注用(1g/V)・献血：溶解液付
献血ヴェノグロブリンIH10％静注（2.5g/25mL/V） フィブロガミンＰ静注用（240単位/V）：溶解液付
献血ヴェノグロブリンIH10％静注（5g/50mL/V） ベタフェロン皮下注用（960万単位/V）：溶解液付
グロブリン筋注（450mg/3mL/V）・献血 献血ベニロン-Ｉ静注用（0.5g/V）：溶解液付
グロブリン筋注（1500mg/10mL/V）・献血 献血ベニロン-Ｉ静注用（5g/V）：溶解液付
献血グロベニン-Ｉ静注用（5g/V）：溶解液付 ヘブスブリン筋注用（200単位/V）：溶解液付
ケイセントラ静注用（500単位/V）：溶解液付 ヘブスブリン筋注用（1000単位/V）：溶解液付
ケイセントラ静注用（1000単位/V）：溶解液付 ボルヒール組織接着用（1mL/組）
抗D人免疫グロブリン筋注用（1000倍/V）：溶解液付 ボルヒール組織接着用（3mL/組）
コンファクトF静注用

（血液凝固第Ⅷ因子500単位/V）献血:溶解液付
ボルヒール組織接着用（5mL/組）

タコシール組織接着用シート（9.5×4.8cm/枚）

（3）　使用薬品の薬効別分類

（令和4年度）

100
神経系及び

感覚器官用医薬品
1.4％

200
個々の器官系
　　用医薬品
　　　7.7％

300
代謝性医薬品
15.5％

400
組織細胞
機能用医薬品
56.1％

500 
生薬及び漢方
処方に基づく医薬品
0.0％

　600
病原生物に
対する医薬品
16.7％

その他
2.6％

130 感覚器官用薬 0.2％

 320 滋養強壮薬 1.0％

390
その他の
代謝性医薬品 
9.2％

310 ビタミン剤 0.1％

220 
呼吸器官用薬 1.4％

250 
泌尿生殖器官及び
肛門用薬 0.1％

440 
アレルギー用薬 0.3％

260
外皮用薬 0.2％

240 ホルモン剤 2.1％

120 末梢神経系用薬 0.2％
110 中枢神経系用薬 1.0％

420
腫瘍用薬
55.8％

640 寄生動物用薬 0.1％

210
循環器官用薬 1.1％

340 人工透析用薬 0.1％

　630
生物学的製剤
　10.3％

610
抗生
物質
製剤
2.7％

620
化学療法剤
3.6％

620
化学療法剤
3.6％

230
消化器
 官用薬     
  2.8％   　 

　330
血液
体液用薬
5.1％

520 
漢方
製剤
 0.0％

使用薬品の
薬効別分類
100％

その他
2.6％
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